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視点・論点：  

全世界が狙う南アフリカのレアメタル 
 

東京大学 生産技術研究所 准教授・工学博士 岡部 徹 

 

最近、プラチナやイリジウムなどのレ

アメタル資源の“供給不安”や“価格の

高騰”が、しばしばメディアの話題に上る

ようになりました。 

レアメタルは、“産業のビタミン”とも呼

ばれ、テレビやパソコン、携帯電話など

の製造には不可欠な金属です。 

ハイテク機器のセンサーや、頭脳であ

るLSIなども、レアメタルの塊ですし、“自

動車”、飛行機、薄型テレビ、太陽電池

などには、多くのレアメタルが必要です。 

今や、レアメタルが無いと、日本が世

界に誇る自動車や電子機器は、何一つ

作れません。 

 

ここでは、“南アフリカ”から産出する

レアメタルについて、その現状を紹介し、

私なりの考えを述べさせていただきま

す。 

南アフリカは、日本から１万４０００ｋｍ

以上も離れており、飛行機でも２０時間

以上かかります。とても遠く、一般には、

馴染みの薄い国かもしれません。 

南アフリカというと、“サバンナの草原

を歩く、ライオンなどの猛獣”や“水辺に

集まる、カバの群れ”、“ダイヤモンドや

金”などの宝石の産出国としてのイメー

ジをお持ちでしょうか。 

日本の産業とは、あまり関係が無いと

思っている人が多いかもしれません。 

しかし、実際は、南アフリカは、日本だ

けでなく、ハイテク産業を抱える先進国

にとっては、とても重要な国です。仮に、

この国から産出するレアメタルの供給が

止まれば、全世界の産業は深刻な打撃

を受けます。（参考図①） 

 

南アフリカは、多くのレアメタルについ

て、埋蔵量が多く、全世界にレアメタル

を供給しています。特に、プラチナやロ

ジウムなどの白金族金属の生産につい

ては圧倒的な生産シェアを誇っています。

（参考図②） 

プラチナは、 “アクセサリー用の貴金

属”として身近に感じられますが、実際

は、自動車の排ガスを無害化する“触媒

材料”としての使用量の方が、遥かに多

いのが現実です。 

ロジウムも、プラチナと同じ白金族金

属のレアメタルですが、そのほとんどが

自動車用の触媒として使用されていま

す。一般の人は、直接目にすることがあ

りませんが、自動車産業にとっては不可

欠なレアメタルです。 

今後、生産が増大するハイブリッド自

動車にも、プラチナやロジウムなどの触

媒材料は必要ですし、燃料電池自動車

には、さらに多くの白金族金属が必要と

なります。 

南アフリカが、プラチナやロジウムの

輸出を止めれば、排ガス規制が厳しい

先進国向けの自動車は生産できなくな

ります。 

このように南アフリカは、レアメタルの

生産を通じて、全世界の“首根っこを押

さえている”といっても過言ではありませ

ん。 
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折りしも私は、今年の一月に南アフリ

カを訪問し、プラチナの鉱山の地下深く

まで潜ったり、白金族金属の精錬工場を

訪れる機会を得ました。ここでは、そこで

見聞きしたことを簡単にご紹介いたしま

す。（参考図③） 

自動車産業の成長にともない、プラチ

ナの需要が世界的に増大しているため、

南アフリカの鉱山と精練所では、フル生

産が続いています。しかし、年間わずか

２００トン程度しか、プラチナを製造でき

ません。（参考図④） 

これは、鉱石中に含まれる白金族金

属の量が１０ｐｐｍと極めて低く、採掘や

製錬に時間とコストがかかるためです。 

 

南アフリカから産出する鉱石に含まれ

るプラチナは微量ですが、世界的にみ

れば、とても品位が高く、極めて良質で

す。 

プラチナは資源的に稀少なため、１ト

ンの鉱石中から、多くても１０ｇ、パチンコ

玉１つ分の量しか得られません。１トン

のプラチナを生産すると、５０億円もの富

が得られますが、これには、何百万トン

もの鉱石と、莫大なエネルギーが必要で

す。 

意外かもしれませんが、プラチナが枯

渇するという心配は当面ありません。南

アフリカにあるプラチナ鉱山は、巨大で

す。採掘は大変ですが、水平方向に１０

０ｋｍ以上の幅の鉱脈があり、現在の年

間生産量の“１００倍以上の埋蔵量”が

確認されています。（参考図⑤） 

したがって、今後も、南アフリカは、世

界最大の供給国として、大半のプラチナ

を供給しつづけることになるでしょう。 

 

南アフリカの鉱山からは、プラチナの

採掘と同時に、ルテニウムやイリジウム

などの特殊な白金族金属も副産物とし

て得られます。最近、コンピュータやＤＶ

Ｄ用のハードディスクを作るのに、ルテ

ニウムが使われるようになり、その価格

が急騰しました。（参考図⑥） 

ルテニウムは、プラチナ鉱石から副産

物として得られるため、生産量を増やす

ことが出来ず、現状では、プラチナの数

分の一の量しか生産できません。 

新たな用途が生まれてルテニウムの

需要が増大しても、供給量を増やすこと

はできないのが現状です。 

このように、量的な制約が大きい、ル

テニウム、イリジウム、ロジウムなどの

副産物の白金族金属を高い効率でサイ

クルする新しい技術の開発は、今後

益々、重要な課題となるでしょう。 

 

今回は、ごく一部の例しかご紹介でき

ませんでしたが、南アフリカをはじめとす

るアフリカ諸国は、レアメタルの資源供

給という観点からは、工業国にとっては

とても大切な国です。 

しかし、これまでの日本の政府や企業

は、レアメタルに関する“資源外交”は、

あまり行ってきませんでした。 

必要に応じて、「お金で一方的に資源

を買う」という戦略に重点を置いており、

日本の産業の生命線の一つであるプラ

チナやロジウムについては、備蓄すら行

われていません。 

これに対し、欧米諸国は、アフリカ諸

国との関係が深く、南アフリカのレアメタ

ル資源やその関連産業は、今も大半が

欧米系の白人社会が関係しています。 

近年は、資源輸入国になりつつある

中国やロシアも、“資源戦略の重要性”

から、積極的にアフリカ諸国との関係を

強化しています。 

 

レアメタルに関する日本の資源外交

は大きく出遅れていましたが、最近にな
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って、日本の政府も、“レアメタル外交”

や“資源セキュリティー”の重要性を認識

しつつあるようです。 

先月、甘利経済産業大臣が、南アフリ

カやボツワナを訪問し、「レアメタル資源

の共同開発」や様々な「経済支援、技術

支援」などについて話し合ってきたようで

すが、これは、日本の“資源外交の遅

れ”を取り戻す努力と考えられます。 

 

一般には、あまり知られていないこと

ですが、日本は世界に冠たるレアメタル

の生産大国です。 

ほとんど全ての鉱物資源を輸入し、人

件費とエネルギーコストが高く、厳しい環

境規制があるなど、「レアメタルの製造」

については、日本は、多くのハンディを

負っています。しかし、レアメタルの生産

技術については、今も「世界のトップラン

ナー」です。 

特に、レアメタルの生産に関する「環

境技術」や「リサイクル技術」については、

欧米の先進国と比べても圧倒的な力を

持っており、今後も世界をリードし続ける

でしょう。 

 

これまで日本は、レアメタルの生産大

国・技術“超”大国として、多量のレアメ

タルを輸入してきました。今後も、レアメ

タルを使って、高い付加価値の製品を作

り、輸出することによって世界に貢献す

るでしょう。 

技術的にも経済的にも大国である日

本が、多量のレアメタル資源を“お金で

一方的に買い取って、輸入し”、これに

“高い付加価値をつけて”富を生みつづ

けている現状は、南アフリカやその周辺

国から見れば、必ずしも良い状態とは言

えません。 

 

 

日本は、「鉱物の資源」は持っていま

せんが、質の高い“人的資源”が豊富で

す。こうして考えてみると、“南アフリカ諸

国の将来を担う人材”を、高い技術力を

もった“価値の高い人的資源に育てる”

ことを支援するのも良いのではないでし

ょうか。 

人材や鉱山に対する投資は、時間と

お金がかかり、すぐには成果が出ない

かも知れません。しかし、長期的にみれ

ば必ず、良い結果を生みます。 

日本の産業界、行政、大学などが連

携して、アフリカ諸国の発展に不可欠な

“優秀な人材の育成”を支援すれば、い

つか必ずお互いの役に立つはずです。 

 

将来、日本から多くのことを学んだア

フリカ諸国の人材が活躍し、レアメタル

資源以上の“人的資源”として、ダイアモ

ンドのような輝きを放つ日が来るのが楽

しみです。 

今後、日本が、アフリカ諸国の発展を

助ける、頼もしい「アジアの友人」として、

多角的な貢献をし、ともに発展し続ける

ことを願って止みません。 
 

 

 

出典： 

NHK 教育テレビ：“視点・論点”、  

「日本が狙う南アフリカのレアメタル」 

平成 19 年(2007)12 月 18 日(火) 午後 10:50～

11:00 放送 （再放送（NHK 総合テレビ） 翌日

午前 4:20～4:30） （収録 12 月 17 日（月）午後

8:30～）の放送内容 

 

備考：  

本件とは別の演題として、「レアメタルの実情

と日本の課題」についても、ＮＨＫ教育テレビ：

“視点・論点”（２００７年５月２３日（水）午後１０

時５０分～１１時００分）にて論説を行った。 
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鉱物生産ランキング 埋蔵量 鉱石生産
世界シェア 世界シェア

プラチナ（白金）： １位 （８８％） ７８％
ロジウム： １位 （８８％） ８４％
クロム： ２位 （３５％） ３９％
マンガン： １位 （７７％） ２０％
金： １位 （４０％） １２％

チタン鉱物： ２位 （１９％）
バナジウム： ２位 （３２％）
石炭： ６位 （５％）
ダイヤモンド： ４位 （１２％）

南アフリカ共和国 ①

プラチナ鉱山
の所在地

日本（東京）－南アフリカ（ケープタウン）の距離：１４７５１ｋｍ

自動車には白金族金属は
欠かせない

白金族金属の年間生産量
（リサイクル分を含む）

プラチナ（白金） ２４０トン
パラジウム ２７５トン
ロジウム ３１トン
ルテニウム ３９トン
イリジウム ５トン
オスミウム ４トン

最近、パソコンなどの
ハードディスクには、
ルテニウムが使われる

②

主な用途：
自動車排ガス浄化触媒、宝飾品、電子材料
歯科材料、ガラス鋳造用合金材料、合金元素
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鉱石を採掘した後にできる鉱石を採掘した後にできる
ボタ山ボタ山↓↓（廃棄物）（廃棄物）

一部の人は一部の人は
バラックに住んでいるが、バラックに住んでいるが、
プラチナ関係の産業に従事する人はプラチナ関係の産業に従事する人は
一般に恵まれている。一般に恵まれている。

鉱石の採掘現場鉱石の採掘現場
（地下８００ｍ）（地下８００ｍ）

プラチナのプラチナの
鉱脈は鉱脈は
平地の平地の
地下にある。地下にある。

③

4

南アフリカでは、南アフリカでは、
巨万の富を生む巨万の富を生む
優良な優良な産業産業の一つの一つ

厳重な警備体制の厳重な警備体制の
貴金属精製工場貴金属精製工場
（ヨハネスブルグ近郊）（ヨハネスブルグ近郊）

④鉱山地帯に鉱山地帯に林立する林立する
プラチナ鉱石プラチナ鉱石の大きなの大きな製錬所製錬所
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鉱石を採掘するため、鉱石を採掘するため、
ダイナマイトを仕掛けダイナマイトを仕掛けているている

この部分がこの部分が
プラチナの鉱脈プラチナの鉱脈

この鉱脈のこの鉱脈の
水平幅は水平幅は
１００ｋｍ以上ある１００ｋｍ以上ある

⑤

ルテニウム（Ｒｕ）の用途と価格変化

ルテニウムは、プラチナの副産物であり、
年間４０トン程度しか生産できない。

【主な用途】
電子材料（電極、チップ抵抗など）、
磁性材料（ハードディスクの記録層）、
触媒材料（チタン電極などに塗布）、
めっき材料、合金元素…

最近、パソコンやＤＶＤなど
のハードディスクの記録層
にも、ルテニウムが使われ
る

⑥

価格が最近、
急騰した。


